
2014. 3 GERO 10 

下
呂
市
新
庁
舎
整
備
検
討

　
　
　
　
委
員
会
だ
よ
り
№ 2
３月１日発行

　

下
呂
市
新
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
で
は
、
現
在
、「
下
呂
市
の
庁
舎
」

の
一
本
化
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
３
回
の
会

議
を
行
い
、
庁
舎
一
本
化
の
必
要
性
や
庁
舎
を
一
本
化
し
た
場
合
の
広

さ
、
市
民
意
見
の
聴
取
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
庁
舎
は
、
平
成
16
年
３
月
１
日
の
町
村
合
併
に
よ
り
下
呂
市

が
誕
生
し
て
以
来
、
下
呂
庁
舎
と
萩
原
庁
舎
の
２
つ
を
庁
舎
と
す
る

「
分
庁
方
式
」
を
採
用
し
、
本
庁
機
能
を
持
つ
部
署
（
本
課
）
を
下
呂

庁
舎
や
萩
原
庁
舎
、
星
雲
会
館
等
に
分
散
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま

下
呂
市
新
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
と
は
？

　

市
内
の
各
種
団
体
の
代
表
者
や
公
募
に
よ
る

市
民
等
17
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
市
長
の
委

第
３
回
下
呂
市
新
庁
舎
整
備

　
　
　
　

検
討
委
員
会
の
主
な
内
容

　
　

 　
　
　
（
平
成
26
年
１
月
30
日
開
催
）

○
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
方
法
や
対
象
者

等
を
協
議
し
て
、
２
月
に
16
歳
以
上
の
市

民
２
０
０
０
人
を
対
象
に
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
広
報
げ
ろ

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い
き

ま
す
。

○
今
後
、
各
地
域
で
市
民
説
明
会
を
実
施
し

て
、
説
明
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
も
と

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
市
民
討
論
会
）
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
一
本
化
す
る
庁
舎
の
規
模
（
建
物
の
広
さ
）

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
面
積
や
職
員

数
等
の
数
字
だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く

い
の
で
、
次
回
の
会
議
で
は
、
実
際
に
建

設
さ
れ
た
他
市
庁
舎
の
写
真
等
を
準
備
し

て
、
視
覚
的
に
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

下呂庁舎

た
、
旧
町
村
単
位
に
支
所
的
機

能
を
持
つ
振
興
事
務
所
を
設
置

し
て
い
ま
す
。「
庁
舎
の
一
本

化
」
と
は
、
一
つ
の
庁
舎
（
建

物
）
に
本
課
を
集
約
す
る
こ
と

で
す
。

　

今
月
の
委
員
会
だ
よ
り
で
は
、

１
月
30
日
に
開
催
し
た
第
３
回

検
討
委
員
会
の
内
容
と
市
が
考

え
る
庁
舎
の
一
本
化
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
広
報
げ
ろ
２
月
号
と
一
緒
に

配
布
し
ま
し
た
「
検
討
委
員

会
だ
よ
り
№
１
」
は
下
呂
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。	

嘱
を
受
け
、
庁
舎
の
規
模
や
機
能
、
位
置
等
に

つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
外
部
委
員
会
で
す
。

　

今
年
の
８
月
を
目
途
に
検
討
結
果
を
市
長
に

報
告
す
る
予
定
で
す
。

下
呂
市
新
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
委
員
名
簿

（
敬
称
略
・
委
員
長
は
◎
、
副
委
員
長
は
〇
）

◎
林
勝
米　

〇
田
口
盾
男

委
員　

長
瀬
裕
文
・
山
口
隆
士
・
小
池
永
司
・

大
前
一
廣
・
中
川
正
之
・
伊
東
祐
・
桂
川
益
美
・

熊
崎
敬
子
・
皆
越
真
佐
代
・
今
井
圭
一
・
今
井

浩
平
・
日
下
部
隆
・
長
尾
信
行
・
中
島
ゆ
き
子

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

曾
田
忠
宏

　

市
が
考
え
て
い
る
庁
舎
の
一
本
化
に
つ
い
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
説
明
し
、
意
見
を
う
か
が
う
た
め
の
「
市

民
説
明
会
」
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、「
下
呂
市
新

庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
」
へ
報
告
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
日
程

３
月
６
日
㈭　

下
呂
市
民
会
館「
大
会
議
室
」（
下
呂
地
域
）

３
月
11
日
㈫　

下
原
公
民
館
ホ
ー
ル　
　
（
金
山
地
域
）

３
月
13
日
㈭　

星
雲
会
館
「
天
慶
の
間
」（
萩
原
地
域
）

３
月
18
日
㈫　

中
央
公
民
館「
大
会
議
室
」（
馬
瀬
地
域
）

３
月
25
日
㈫　

き
こ
り
セ
ン
タ
ー　
　
　
（
小
坂
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　

※
時
間
は
、
ど
こ
の
会
場
も
19
時
か
ら
で
す
。

庁
舎
の
一
本
化
に
関
す
る
市
民
説
明
会
の
開
催
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◎
現
在
の
庁
舎
や
振
興
事
務
所
（
以
下
、
庁
舎
等
）
は
、　

い
つ
建
設
さ
れ
た
の
？　

ま
た
、
耐
震
性
は
ど
う
な
の
？

施　設　名　※1 建設年度 経過
年数

耐震性
　※2

面　積
　　（㎡）

本課の数
　　　※3

下呂庁舎（下呂振興事務所含む）昭和 41 年 48 年 無　し 2,871 15

萩原庁舎（萩原振興事務所含む）昭和 35 年 54 年 無　し 1,962 6

星雲会館（旧館） 昭和 48 年 41 年 無　し
2,531 9

星雲会館（新館） 平成 8 年 18 年 新耐震

下呂ふれあいセンター 平成 7 年 19 年 新耐震 533 2

クリーンセンター 平成 4 年 22 年 新耐震 257 2

小坂振興事務所 昭和 41 年 48 年 無　し 1,620

金山振興事務所 平成 3 年 23 年 新耐震 4,023

馬瀬振興事務所 昭和 53 年 36 年 無　し 1,003

萩原保健センター 昭和 60 年 29 年 新耐震 909

下呂市民会館 昭和 57 年 32 年 新耐震 2,192

健康館（金山保健センター） 平成 2 年 24 年 新耐震 1,175

用語説明
※１　施設名
市職員が常時勤務している施設を
掲載しています。このほかには、
消防本部や保育園等があります。

※２　耐震性
耐震診断を受けており、耐震性が見
込めない施設には「無し」としていま
す。「新耐震」としている施設は、新
しい建築基準で建設されたものです。

※３　本課の数
各振興事務所の地域振興課を除
く、総務課や市民課、税務課等
の本課の数を記しています。

※４　定員適正化計画
適正な行財政運営のために、必
要な職員の確保と職員数削減に
よる総人件費の抑制を進める将
来計画です。

◎
庁
舎
を
一
本
化
し
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
の
面
積
が

　

庁
舎
に
必
要
と
な
る
の
？

　

現
在
、
市
で
は
庁
舎
の
一
本
化
と
あ
わ
せ
て
、
平
成

31
年
度
に
向
け
て
行
政
組
織
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、

庁
舎
を
一
本
化
し
た
と
き
の
職
員
数
を
定
員
適
正
化
計

画
※
４
に
基
づ
き
、
２
８
０
人
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
職
員
数
を
減
ら
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
２
８
０
人
で
庁
舎
の
面
積
を
考
え
て
も
、

す
ぐ
に
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

職
員
数
の
さ
ら
な
る
減
少
も
見
込
ん
で
、
一
本
化
し
た

庁
舎
で
勤
務
す
る
職
員
数
を
２
５
０
人
と
し
ま
し
た
。

　

国
の
基
準
や
他
市
等
を
参
考
に
、
庁
舎
の
面
積
を
職

員
数
２
５
０
人
で
計
算
し
、
庁
舎
に
必
要
な
延
床
面
積

を
６
０
０
０
㎡
と
試
算
し
ま
し
た
。

◎
庁
舎
を
一
本
化
す
る
た
め
に
、
新
し
く
庁
舎
を

　

建
設
す
る
の
？

　

上
記
の
庁
舎
等
の
面
積
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
と
お
り
、

現
状
の
施
設
で
は
一
本
化
し
た
庁
舎
に
必
要
な
延
床
面

積
６
０
０
０
㎡
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
何
ら
か
の
施

設
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

庁
舎
を
整
備
す
る
方
法
は
、
新
築
や
改
築
、
増
築
な

ど
様
々
あ
り
、
耐
震
化
も
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
方
法
に
は
、
良
い
点
や
悪

い
点
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
の
特
徴
を
十
分
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

◎
庁
舎
の
整
備
に
は
た
く
さ
ん
の
お
金
が
必
要
に
な
る

　

け
ど
、
そ
ん
な
お
金
が
準
備
で
き
る
の
？

　

庁
舎
の
整
備
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
た
と

し
て
も
多
額
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
現
在
の
市
の
財

政
状
況
等
か
ら
庁
舎
の
整
備
費
用
を
す
べ
て
市
の
お
金

で
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
整
備
す
る
に
は
市
が
借
金
（
市
債
）

を
し
て
整
備
費
用
を
捻
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現

在
利
用
で
き
る
借
金
（
市
債
）
は
２
種
類
あ
り
、
１
つ

は
「
合
併
特
例
債
」
と
い
う
合
併
し
た
市
町
村
に
限
り

特
別
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
は
、「
一

般
単
独
事
業
債
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
合
併
特
例
債
」
は
整
備
に
か
か
る
経
費
の
95
％
を

借
り
入
れ
す
る
こ
と
が
で
き
、
返
済
す
る
金
額
の
70
％

分
が
交
付
税
と
し
て
市
に
戻
っ
て
く
る
借
金
（
市
債
）

で
す
。
た
だ
し
、
利
用
で
き
る
期
限
が
あ
り
、
下
呂
市

の
場
合
は
平
成
30
年
度
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
「
一
般
単
独
事
業
債
」
の
場
合
は
、
利
用
期
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
返
済
す
る
お
金
が
市
に
戻
っ
て
く
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
つ
の
借
金
（
市
債
）
と
も
長
所
と
短
所
が
あ
り
ま

す
が
、
市
に
お
金
が
戻
っ
て
く
る
点
で
市
の
負
担
も
少

な
く
、
現
時
点
で
は
、
合
併
特
例
債
が
も
っ
と
も
有
利

な
借
金
（
市
債
）
と
い
え
ま
す
。

【
問
合
先
】

下
呂
市
新
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
事
務
局

（
総
務
部
総
務
課
） 

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
１
４
）


